
     

 

 

 

 

○校
こう

庭
てい

は、雨
あめ

のときやぬかるんでいるときは遊
あそ

べません。 

○体
たい

育
いく

館
かん

は、子供
こ ど も

たちだけでは遊
あそ

べません。 

○校
こう

舎
しゃ

のうら側
がわ

や建物
たてもの

のかげで遊んで
あそ    

はいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○教室
きょうしつ

にある「雨の日内遊
うちあそ

びセット」で遊べます。 

○体育館
たいいくかん

で割当
わ り あ

てられた学年
がくねん

が遊べます。  ※担
たん

任
にん

の先生のつきそいが必
ひつ

要
よう

です。 

曜日 月 火 水 木 金 

学
年 

１年生 

２年生 
３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中休み 昼休み 

○校
こう

庭遊
ていあそ

び 

 ※ボールをける遊
あそ

びをしてはいけません。（サッカー、キックベースなど） 

※一
いち

輪
りん

車
しゃ

・竹
たけ

馬
うま

はいつでも校
こう

庭
てい

で使
つか

うことができます。 

 

 ※休
やす

み時間
じ か ん

、屋上
おくじょう

では遊べません。屋上は、担任
たんにん

の先生
せんせい

のつきそいがあるときだけ、遊ぶことができます。 

  また、屋上ではボール遊びはできません。 

 

  

雨のときの中休み 

使
つか

ったものの、後
あと

片
かた

付
づ

けをきちんとしましょう。 

チャイムが鳴
な

ったら、すばやく遊
あそ

びをやめて教室
きょうしつ

に戻
もど

りましょう。 

 



 

 

健 

康 

１  早
はや

ね早
はや

起
お

きをして、朝
あさ

ご飯
はん

をしっかり食
た

べましょう。 

２  ハンカチ・ティッシュは、必
かなら

ず身
み

に付
つ

けましょう。 

３  自分
じ ぶ ん

の体
からだ

を大切
たいせつ

にしましょう。（髪染
か み ぞ

め、マニキュア等
と う

は禁止
き ん し

です。） 

登 

校 

１  登校
と う こ う

時刻
じ こ く

は８時
 じ

１５分
  ふ ん

～２０分
  ぷ ん

です。(８時
じ

２５分
ふん

着席
ちゃくせき

) 

２  交通
こ う つ う

ルールを守
ま も

って、通学
つ う が く

路
ろ

を歩
ある

きましょう。 

３  学校
が っ こ う

生活
せいかつ

にふさわしい身
み

だしなみで登校
と う こ う

しましょう。 

（ピアス・ブレスレット・ネックレス・ミサンガ等の装飾品
そうしょくひん

は禁
きん

止
し

です。） 

４  1回
かい

登校
と う こ う

をしたら、忘
わす

れ物
もの

などがあっても家
いえ

に戻
も ど

ってはいけません。 

始
業
前 

１  朝
あ さ

自習
じ し ゅ う

（ステップ学習
がくしゅう

）、朝
あ さ

読書
ど く し ょ

をしましょう。 

２  学習
がくしゅう

の準
じゅん

備
び

をしましょう。 

３  朝会
ちょうかい

や集会
しゅうかい

が始
は じ

まる前
まえ

に集合
しゅうごう

しましょう。 

学 

習 

１  学習
がくしゅう

に必要
ひつ よ う

のない物
も の

は、学校
が っ こ う

に持
も

って来てはいけません。 

２  持
も

ち物
も の

には、学年
が くねん

と名
な

前
まえ

を書
か

いておきましょう。 

３  道
ど う

具
ぐ

の後
あ と

始
し

末
まつ

はきちんとしましょう。 

休 

み 

時 

間 

１  次
つぎ

の学習
がくしゅう

の準
じゅん

備
び

をしましょう。  

２  天
てん

気
き

のよい日
ひ

は、外
そ と

で元
げん

気
き

に遊
あそ

びましょう。 

３  校
こ う

しゃのうらや花
か

だんには入
はい

りません。犬
いぬ

走
ばし

りでも遊
あそ

びません。 

４  雨
あめ

の日
ひ

は、静
し ず

かに教
きょう

室
し つ

内
ない

で遊んだり、読
ど く

書
し ょ

をしたりしましょう。 

５  ろうかや階
かい

段
だん

は静か
し ず   

に右
みぎ

側
がわ

を歩
ある

きましょう。 

６  チャイムが鳴
な

ったら、遊び
あ そ   

をやめ、遊
ゆ う

具
ぐ

を片
かた

付
づ

けて教室
きょうしつ

に入りましょう
は い         

。 

７  教室
きょうしつ

の移
い

動
ど う

をするときは、並
な ら

んで静
し ず

かに歩
ある

きましょう。 

８  他
ほか

のクラスや誰
だれ

もいない教室
きょうしつ

には、子供
こ ど も

だけで入
はい

ってはいけません。 

給 

食 

１  ランチョンマットをしいて静
し ず

かに待
ま

ちましょう。 

２  給
きゅう

食
しょく

当
と う

番
ばん

は、マスクをつけ、白
は く

衣
い

をきちんと着
き

ましょう。 

３  好
す

ききらいをしないで、残
の こ

さず食
た

べるようにしましょう。 

清 

掃 

１  友
と も

達
だ ち

と協
きょう

力
りょく

して、すみずみまできれいにしましょう。 

２  清
せい

掃
そ う

用
よ う

具
ぐ

の後
あ と

始
し

末
まつ

をきちんとしましょう。 

３  ゴミは分
ぶん

別
べつ

してゴミ箱
ば こ

に捨
す

てましょう。 

放
課
後 

１  先
せん

生
せい

のいない教
きょう

室
し つ

に残
の こ

ってはいけません。 

２  忘
わす

れ物
もの

は取
と

りに来
こ

ないようにしましょう。どうしても取
と

りに来
く

る必要
ひつよう

がある時
と き

は、 

忘れ物ノートに名前
な ま え

と用件
ようけん

を書
か

き、教
きょう

員
いん

室
し つ

によって先生
せんせい

に声
こ え

をかけてから 

取
と

りに行
い

きましょう。 （午後
ご ご

４時
じ

～は必
かなら

ずお家
う ち

の人
ひ と

といっしょに来
き

ます。） 

 

 

 

 



                                    

保護者様                                 

                               大田区立中富小学校長                               

校長    森 伸一 

児童の安全確保およびその他に関するお願い 

               

 春陽の候、保護者の皆様にはお変わりなく御健勝のことと存じます。 

さて、年度の始めにあたり、児童の安全確保のために、下記について確認させていただきます。よろしく御

理解・御協力くださいますようお願いいたします。尚、その他の事項についても、よろしくお願いいたします。              

記 

１．欠席・遅刻について                          

 ・連絡帳・その他の書面・まなびポケットで連絡してください。欠席・遅刻の理由も明記してください。

やむを得ぬ場合は、電話での連絡でも結構です。 

 ＊連絡は、８時２０分までにお願いします。８時３０分までに連絡がない場合は、安全確認のため、学校よ

り、電話連絡をさせていただきます。    

 

２．早退について                             

（１）家庭からの申し出によって早退させる場合               

 ・事前に、連絡帳・その他の書面、もしくは電話によって申し出をいただき、保護者の方に、その時間に教

室に迎えに来ていただきます。 

 ・直接、学校に迎えに来られた場合は、保護者であることを確認した上で、児童を引き渡します。                         

（２）疾病等により早退させる場合                     

 ・担任もしくは養護教諭、副校長等が、家庭に電話連絡をし、保護者の方（あるいは代理の方）に迎えに来

ていただきます。            

（家庭に連絡がつかない場合は、保健調査票等の記載にしたがって連絡しますので、変更の場合は、早急

に担任にお知らせください。）       

 

３．体育の見学・体育着について                         

 ・疾病等により体育を見学する場合は、保護者による連絡帳や書面にてお知らせください 

 ・寒い日に、体育着の上に着られる物は、フード・ボタン・ファスナー・飾りのついていない綿の生地のト

レーナー類です。友学堂にて「長袖体育着」も購入できます。 

 

４．忘れ物について 

・原則として、忘れ物は学校に取りに来ないようにしてください。 

・下校後、どうしても忘れ物を取りに来る必要がある場合は、受付の忘れ物ノートに名前と用件を書き、教

員室に寄って教員に声を掛けてから教室へ行き、帰る時も教員に知ら 

 

せるようにしてください。１６時以降は、必ず保護者の方が付き添ってください。  

・登校してから忘れ物に気付いても、家に戻ることはできません。          

 

 



５．持ち物・服装について                            

 ・防犯ブザーは、必ず登下校時に、携帯させてください。 

 ・学校には、学習に必要な物以外、持たせないようにしてください。（ピアス、ブレスレット、ネックレス、

ミサンガ等の装飾品もつけてきてはいけません） 

 ・原則として外套（コート・ジャンパー・ダウンジャケット等）は、登校後、脱ぐように指導しています。

外套を脱いでも寒くないような服装をさせてください。 

 

６．登・下校時刻及び通学路について                    

 ・登校時間は８時１５分～８時２０分ですので、その間に登校できるように家を出る時間  を調整してく

ださい。 

・最終下校時刻は、１５時５５分です。（曜日や学年によって異なります） 

 ・登・下校は必ず通学路を通るようにさせてください。事情によりやむを得ず通学路以外で登下校する場合

は、必ず、事前に連絡帳で担任にお知らせください。 

 ・遅刻して登校する場合は、保護者が付き添い教室まで送り届けてください。 

 

７．校外生活に関して                          

 ・ゲ－ムセンタ－・カラオケ・プール等へ子供だけで行ったり、子供だけで学区域外の場所（蒲田・大森・

平和島・大森町など）への遠出をしたりしないように指導しています。 

 ・お金・お菓子・ゲームを持っては遊びに行かないように、また大人のいない友達の家に遊びに行かない

ように指導しています。 

 ・インターネット（スマホやパソコン等）によるトラブルが多発しています。子供に使わせる場合は、ル

ール等を十分に御家庭で話し合ってください。 

 ・放課後の帰宅時間は、３～１１月は５時、１２～２月は４時半です。暗い夜道を児童だけで歩くことが

ないようにしてください。 

 

８．その他                                

 ・保護者会やＰＴＡ各部会等以外で、来校された時は、玄関の受付もしくは、職員室に申し出てください。 

 ・来校される時は、配付してあるネームプレートを必ずお持ちください。 

・自転車での来校は、なるべく避けてください。 

・保護者会・学校公開・運動会等の行事の時も自転車での来校はできません。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



       中富 
が く し ゅ う

学習のやくそく ～中富スタンダード～ 

                                                                                   ＜児童向け＞ 

こう

項 
もく

目 
ない

内 
よう

容 

がくしゅう

学 習の
じゅんび

準備 

 

○ 次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の教科書
きょうかしょ

やノートなどを、机
つくえ

の上
うえ

にそろえて出
だ

しておきましょう。 

○ その授業
じゅぎょう

で使
つか

わないものは、机
つくえ

の
なか
中 にしまいましょう。 

 

あいさつ 
○ 

じゅぎょう

授 業の
はじ

始まりと
お

終わりには、
し せ い

姿勢を
ただ

正して、あいさつをしましょう。 

はつげん

発言の
し か た

仕方 

 

 

○ 
て

手を
あ

挙げるときは、
しず

静かに、
み ぎ て

右手を
あ

挙げましょう。 

○ 
し め い

指名されたら、「はい」と
へ ん じ

返事をして、
はつげん

発言しましょう。 

○「～です。～ます｡｣｢～と
おも

思います｡｣など学習にふさわしい
ことばづか

言葉遣いで
はつげん

発言しましょう。 

 

じょうず

上手な
はなしかた

話し方 

 

 

 

 

 

 

○ 
はな

話す
ひと

人は、
き

聞く
ひと

人の
ほう

方を
み

見て話
はな

しましょう。 

 

 

 

 

 

か … かんたんに 

き … きこえる
こえ

声で 

く … くちを大きくあけて 

け … けっしていそがず 

こ … ことばづかいに
き

気をつけて 

 

 

 

 

 

○ その
ば

場に
あ

合わせた
こえ

声の
おお

大きさで、
はな

話しましょう。（「
こえ

声のものさし」を
さんこう

参考に。） 

 

じょうず

上手な
き き か た

聞き方 

 

 

 

 

 

 

○ 
き

聞く
ひと

人は、
はな

話している
ひと

人の
ほう

方を
み

見て、
さ い ご

最後まで
き

聞きましょう。 

 

 

 

 

 

あ … あいてを
み

見て 

い … いみを
かんが

考 えながら 

う … うなずきながら 

え … えんぴつをおいて 

お … おわりまで 

（
ざせき

座席の
い ち

位置に
あ

合わせて
からだ

体 の
む

向きを
か

変えましょう。） 

                        

 

 

 

 



じょうず

上手な
か き か た

書き方 

 

 

 

 

○ 
ていねい

丁寧に、
ただ

正しく
か

書きましょう。 

○ ノートには、
ひ づ け

日付やページ
すう

数、
もんだい

問題
ばんごう

番号を
かなら

必 ず
か

書きましょう。 

○ 
じ ぶ ん

自分の考
かんが

え方
かた

や
がくしゅう

学 習のまとめを
わ

分かりやすく
か

書きましょう。 

○ ノートに
か

書くときは、
した

下じきをしいて
か

書きましょう。 

○ 
せん

線を
ひ

引くときは、
じょうぎ

定規を
つか

使ってかきましょう。 

学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

の 

きまり 

 

 

 

 

○ 
がくしゅう

学 習に
ひつよう

必要のないものを
も

持ってきません。 

○ 
ふでばこ

筆箱の
なか

中には、
えんぴつ

鉛筆４～５
ほん

本(ＨＢ
いじょう

以上)､
あか

赤
えんぴつ

鉛筆､
ゆ せ い

油性ペン(
ほ そ じ

細字)､
け

消しゴム(
しろ

白が
き ほ ん

基本) 

じょうぎ

定規(１５㎝
て い ど

程度)を
い

入れておきましょう。 

 (
かん

缶やポーチ
かた

型の
ふでばこ

筆箱やシャープペンシルは、
も

持って来
き

ません。) 

○ ものさし・
さんかく

三角
じょうぎ

定規・
ぶ ん ど き

分度器・コンパスは、
ただ

正しく
そくてい

測定できるものを
つか

使いましょう。 

○ 
した

下じきは、
む じ

無地のものを
つか

使いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家庭学習の約束 

～ 中富スタンダード～保護者向け 

 
＜御家庭での御協力をお願いします＞ 

 

○規則正しい生活習慣を身に付けさせましょう。 
 ・前日に、時間割と持ち物の確かめをさせましょう。 

 ・早寝、早起きをして、朝ご飯をしっかり取らせましょう。 

 ・テレビを見たり、ゲームをしたりする時は、時間を決めましょう。  

 ・学校でも地域の人にも、すすんであいさつをさせましょう。 
 
 

○毎日時間を決めて机に向かい、集中して学習する習慣を付けましょう。 

 ・家庭学習は、「学年×１０分」を目安にし、毎日時間を決めて、取り組ませましょう。 

 ・学習する時は、テレビやゲームのスイッチを切りましょう。 

 ・机に向かう習慣は大切です。宿題がなくても、読書や音読に取り組ませましょう。 

 ・漢字や計算の復習など、学校で行っているものを、何度でも繰り返して取り組ませましょう

。 

 ・その日に習った内容を、教科書やノートを見直して復習したり、テストやドリルの間違いを

直したりさせましょう。 

 

○宿題を済ませているか、明日の準備ができているかなどを 

 御確認ください。 
 ・帰宅してきたら、配付された手紙があるかどうか確認してください。 

 ・連絡帳を確認してください。 

 ・宿題の内容や、宿題が終わったことを確認してください。 

 ・教科書やノート、テスト、プリント等を確認してください。 

 ・学習用具(筆記用具等)を点検し、必要な持ち物がそろっていることを確認してください。忘

れ物がないようにしてください。 

 ・下じき、ものさし､三角定規､分度器､コンパス等の学習用具は、キャラクターの入ったもの

は避けてください。 

 ・学校での出来事や学習の様子を、親子で話し合ってください。 
 

○励ましの言葉と、アドバイスをお願いします。 
 ・読み聞かせをしたり、よい本を薦めたりしてください。 

 ・新聞を読んで話し合ったり、テレビ番組を一緒に見たりすることで、子供の知識欲が高まり

ます。 

 


